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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第19期

第２四半期連結累計
期間

第19期
第２四半期連結会計

期間
第18期

会計期間
自平成20年４月１日
至平成20年９月30日

自平成20年７月１日
至平成20年９月30日

自平成19年４月１日
至平成20年３月31日

売上高（千円） 1,796,791 877,710 3,939,721

経常利益（千円） 212,283 91,788 455,784

四半期（当期）純利益（千円） 167,044 82,544 339,515

純資産額（千円） － 3,498,484 3,446,481

総資産額（千円） － 4,860,087 4,956,420

１株当たり純資産額（円） － 23,656.64 23,036.03

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
1,124.81 557.48 2,267.12

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － 2,256.51

自己資本比率（％） － 71.7 69.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
385,907 － 376,248

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
488,463 － △978,064

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△263,884 － △417,062

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ 1,204,752 594,267

従業員数（人） －
251

[115]

248

[103]

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第19期第２四半期連結累計期間および第19期第２四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。　
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２【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

(1）連結子会社

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 251 (115)

　（注）１．従業員数は、就業人員（当社グループからグループ外部への出向者を除き、グループ外からの出向者を含むほ

か、常用パートを含んでおります。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員、季節

工は含み、常用パートは除いております。）は、当第２四半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載し

ております。

(2）提出会社の状況

　 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 240 (115)

　（注）１．従業員数は、就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含むほか、常用パートを

含んでおります。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員、季節工は含み、常用

パートは除いております。）は、当第２四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　該当事項はありません。

(2）受注状況

　該当事項はありません。

(3）販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績を示すと、次のとおりであります。

種　類 金額（千円）

アウトソーシング収入 356,710

タックスハウス収入 80,955

エフアンドエムクラブ収入 272,187

不動産賃貸収入 23,618

その他サービス収入　 144,237

合　計 877,710

　（注）セグメント間の取引については相殺消去しております。

２【経営上の重要な契約等】

    当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態及び経営成績の分析】

　

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断したも

のであります。

(1）業績の状況

　当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国のサブプライムローン問題に端を発した金融不安の高まり

が世界経済の減速に拍車をかける中、株式・為替市場の変動や原油価格の高騰に伴う原材料価格の上昇などが企業収

益を圧迫し、企業においては設備投資の抑制や雇用調整の動きが広がりました。あわせて個人消費も鈍化傾向にある

など、景気は更に下振れするリスクが存在し、先行きの不透明感は一層強まっております。とりわけ当社グループが主

にサービスを提供する対象である中小企業および個人事業主の景況感は、先行きが不透明な状態が依然として続いて

おります。

　このような環境の下、当社グループは主要事業の会員数を増加させるとともに、販路の開拓とサービスの拡充による

新たな収益の構築に取り組んでまいりました。

　この結果、当第２四半期連結会計期間の売上高は８億77百万円となり、連結営業利益は９千１百万円、連結経常利益

は９千１百万円、当第２四半期連結会計期間純利益は82百万円となりました。

　事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

①　アウトソーシング事業　

生命保険会社営業職員を中心とする個人事業主および小規模法人に対する記帳代行に関しましては、前期から引

き続き会員数の安定的な増加に注力する一方で、生命保険営業職員に限らない一般の記帳代行会員の増加に向け、

サービスの提供構造の構築を図るとともに、新たな販売チャネルの開拓に取り組んでまいりました。その結果、当第

２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）の記帳代行会員数は33,968名となりました。　

この結果、アウトソーシング事業における当第２四半期連結会計期間の売上高は３億56百万円、営業利益は１億

41百万円となりました。

②　タックスハウス事業　

ワンストップ・ファイナンシャルショップを目指す税理士・公認会計士のボランタリーチェーン「TaxHouse」

の本部を運営するタックスハウス事業は、富裕層向けコンテンツの拡充に注力するとともに、「TaxHouse」加盟店

と共に中小企業マーケットの開拓に努めました。また、組織化された独立系ＦＰのネットワークを持つ企業との提

携を通じて、ＦＰサービスの領域への本格的な参入が実現し、これが「TaxHouse」の補完的な役割を担うことで、よ

り高品質なサービス提供が可能になりました。その結果、当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）の「

TaxHouse」加盟店は487件となり、ブランチを含めた加盟店舗数は、588店舗となりました。

この結果、タックスハウス事業における当第２四半期連結会計期間の売上高は80百万円、営業損失は１百万円と
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なりました。　

③ エフアンドエムクラブ事業　

主に中小企業の総務部門に対する各種情報提供サービスを核とするエフアンドエムクラブ事業は、総務周辺の範

囲をより広げた情報提供を行うと共に、クライアント企業の財務診断を行い、企業の財務体質の改善をサポートす

る『財務サポートサービス』の販路開拓に努めました。その結果、当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30

日）のエフアンドエムクラブ会員数は4,311社となりました。

この結果、エフアンドエムクラブ事業における当第２四半期連結会計期間の売上高は２億72百万円、営業利益は

90百万円となりました。

④ 不動産賃貸事業

不動産賃貸事業は大阪本社が所在するビルの賃貸収入で、安定した収益を計上しております。当第２四半期連結

会計期間の売上高は23百万円、営業利益は４百万円となりました。

⑤ その他　

その他事業は、連結子会社エフアンドエムネット株式会社のシステム開発事業ならびにシニア向けパソコン教室

運営ならびにＦＣ指導事業等となります。

ＦＣ指導事業におけるパソコン教室店舗運営では、ＦＣ店舗へのサポート体制構築の強化に重きを置いて商品・

サービスメニューの拡充を進めましたが、当初の見通しよりも厳しい結果となりました。

この結果、その他事業における当第２四半期連結会計期間の売上高は１億44百万円、営業損失は３百万円となり

ました。

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）　

　営業活動の結果、資金の増加は385百万円となりました。これは主に税金等調整前四半期純利益241百万円、売上債

権の減少84百万円、減価償却費50百万円があったこと等によるものです。　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）　

　投資活動の結果、資金の増加は488百万円となりました。これは主に譲渡性預金の満期による収入５億円、貸付金の

回収による収入４百万円などがあった一方、無形固定資産の取得による支出７百万円があったこと等によるもので

す。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）　

　財務活動の結果、263百万円の資金の減少となりました。これは主に社債の償還による支出109百万円、自己株式の

取得による支出36百万円、長期借入金の返済による支出45百万円、配当金の支払額73百万円があったこと等による

ものです。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変更

はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 504,000

計 504,000

 　　 ②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）

(平成20年９月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成20年11月14日)

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 154,814 154,814

大阪証券取引所

（ニッポン・ニュー・マー

ケット－「ヘラクレス」）

－

計 154,814 154,814 － －
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（２）【新株予約権等の状況】

①　旧商法に基づき発行した新株予約権

平成17年６月29日定時株主総会決議①

　
第２四半期会計期間末現在
（平成20年９月30日）

新株予約権の数（個） 5,120

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個）  ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 5,120

新株予約権の行使時の払込金額（円）     131,819（注）1.４

新株予約権の行使期間
平成22年７月１日から

平成27年６月30日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　    131,819

資本組入額     65,909

新株予約権の行使の条件             (注) ２

新株予約権の譲渡に関する事項 譲渡、質入その他の処分は認めない

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

　（注）１．この払込金額は、当社が株式分割等を行った場合は次の算式により調整されます（１円未満の端数切上げ）。

調整後払込金額＝調整前払込金額×
１

株式分割・併合の比率

また、時価を下回る価額で新株式の発行（新株予約権の行使により新株式を発行する場合を除く）を行う場

合は、次の算式により払込金額は調整されます（１円未満の端数切上げ）。

    

既発行株式数＋

新規発行又は

処分株式数
×
１株当たりの払込価額

又は処分価額

調整後払込金額＝調整前払込金額×
１株当たり時価

既発行株式数＋新規発行又は処分株式数

この発行価格の調整が行われた場合には、当社は、調整後直ちに各付与対象者に対し、その旨並びにその事

由、調整後の発行価格及び適用の日を通知するものとします。

２．平成17年６月29日開催の定時株主総会決議及び平成17年９月12日開催の取締役会決議に基づき、当社と個別

の対象者との間で締結された新株予約権付与に関する契約により定めております。

３．平成20年９月30日現在退職した者に発行した新株予約権は1,584個1,584株であり、上記表の数値には含まれ

ておりません。

４．平成17年９月27日開催の取締役会決議により、平成17年10月14日付けで時価を下回る価額で自己株式の処分

を行っております。これにより「新株予約権の行使時の払込金額」及び「新株予約権の行使により株式を発

行する場合の株式の発行価格及び資本組入額」が調整されております。

５．平成17年11月11日開催の取締役会決議により、平成18年１月５日付けで１株を４株とする株式分割を行って

おります。これにより「新株予約権の数」「新株予約権の目的となる株式の数」「新株予約権の行使時の払

込金額」及び「新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額」が調整さ

れております。
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平成17年６月29日定時株主総会決議②

　
第２四半期会計期間末現在
（平成20年９月30日）

新株予約権の数（個） 942

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ― 

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 942

新株予約権の行使時の払込金額（円）       266,800（注）1

新株予約権の行使期間
平成22年７月１日から

平成27年６月30日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　    266,800

資本組入額    133,400

新株予約権の行使の条件             (注）２

新株予約権の譲渡に関する事項 譲渡、質入その他の処分は認めない

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

　（注）１．この払込金額は、当社が株式分割等を行った場合は次の算式により調整されます（１円未満の端数切上げ）。

調整後払込金額＝調整前払込金額×
１

株式分割・併合の比率

また、時価を下回る価額で新株式の発行（新株予約権の行使により新株式を発行する場合を除く）を行う場

合は、次の算式により払込金額は調整されます（１円未満の端数切上げ）。

    

既発行株式数＋

新規発行又は

処分株式数
×
１株当たりの払込価額

又は処分価額

調整後払込金額＝調整前払込金額×
１株当たり時価

既発行株式数＋新規発行又は処分株式数

この発行価格の調整が行われた場合には、当社は、調整後直ちに各付与対象者に対し、その旨並びにその事

由、調整後の発行価格及び適用の日を通知するものとします。

２．平成17年６月29日開催の定時株主総会決議及び平成18年３月31日開催の取締役会決議に基づき、当社と個別

の対象者との間で締結された新株予約権付与に関する契約により定めております。

３．平成20年９月30日現在退職した者に発行した新株予約権は326個326株であり、上記表の数値には含まれてお

りません。
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平成18年６月28日定時株主総会決議

 
第２四半期会計期間末現在
（平成20年９月30日）

新株予約権の数（個） 129

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 129

新株予約権の行使時の払込金額（円）  　　　　　 51,286（注）１

新株予約権の行使期間
平成22年７月１日から

平成27年６月30日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格および資本組入額（円）

発行価格　　　 266,800

資本組入額　　 133,400

新株予約権の行使の条件 （注）２

新株予約権の譲渡に関する事項 譲渡、質入その他の処分は認めない

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

　（注）１．この払込金額は、当社が株式分割等を行った場合は次の算式により調整されます（１円未満の端数切上げ）。

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
１

株式分割・併合の比率

また、時価を下回る価額で新株式の発行（新株予約権の行使により新株式を発行する場合を除く）を行う場

合は、次の算式により払込金額は調整されます（１円未満の端数切上げ）。

 

既発行株式数 ＋

新規発行又は

処分株式数
×
１株当たりの払込価額

又は処分価額

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
１株当たり時価

既発行株式数 ＋ 新規発行又は処分株式数

この発行価格の調整が行われた場合には、当社は、調整後直ちに各付与対象者に対し、その旨並びにその事

由、調整後の発行価格および適用の日を通知するものとします。

２．平成18年６月28日開催の定時株主総会決議および平成19年１月17日開催の取締役会決議に基づき、当社と個

別の対象者との間で締結された新株予約権付与に関する契約により定めております。

３．平成20年９月30日現在退職した者に発行した新株予約権は３個３株であり、上記表の数値には含まれており

ません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
（千円）

資本金残高
 

（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成20年７月１日～

平成20年９月30日　
― 154,814 ― 907,401 ― 287,900
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（５）【大株主の状況】

　 平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

　森中　一郎 　大阪府吹田市 45,036 29.09

　合資会社フラワー 　大阪府吹田市江坂町１丁目23－38 12,000 7.75

　合資会社メッセージ 　大阪府吹田市江坂町１丁目23－38 12,000 7.75

　株式会社シークエッジ
　東京都渋谷区渋谷１－７－７

住友不動産青山通ビル12Ｆ
4,341 2.8

　野村信託銀行株式会社（投信口） 　東京都千代田区大手町２丁目２－２ 4,122 2.66

　工藤　美樹江 　大阪府吹田市 3,096 1.99

　安藤　孝子 　東京都大田区 2,000 1.29

　野村證券株式会社 　東京都中央区日本橋１丁目９－１ 1,596 1.03

　エフアンドエム従業員持株会 　大阪府吹田市江坂町１－23－38 1,575 1.01

　日本マスタートラスト信託銀行株

式会社（信託口）
　東京都港区浜松町２丁目11－３ 1,534 0.99

計 － 87,300 56.39

　（注）上記のほか、自己株式が7,491株あります。

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成20年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 7,491 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 147,323 147,323 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 154,814 － －

総株式の議決権 － 147,323 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が38株含まれております。また、「議決権

の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数38個が含まれております。
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②【自己株式等】

　 平成20年９月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

 株式会社エフアンド

エム

大阪府吹田市江坂町

１丁目23－38
7,491 － 7,491 4.84

計 － 7,491 － 7,491 4.84

　（注）　当社は、平成20年６月26日開催の取締役会決議により、平成20年10月１日から平成20年10月31日までの間に、市場

買付の方法により取得している695株は上記に含まれておりません。

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 25,990 27,300 25,240 21,950 21,100 22,100

最低（円） 21,200 24,100 20,000 20,010 18,520 19,200

　（注）　最高・最低株価は、株式会社大阪証券取引所ニッポン・ニュー・マーケット－「ヘラクレス」におけるものであ

ります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、第１四半期連結会計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）から、「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第

５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、ペガサス大和監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,204,752 594,267

受取手形及び売掛金 306,568 414,552

商品 22,851 21,667

仕掛品 1,627 8,558

貯蔵品 1,882 2,735

譲渡性預金 500,000 1,000,000

繰延税金資産 58,491 61,382

その他 81,336 153,465

貸倒引当金 △11,032 △35,249

流動資産合計 2,166,477 2,221,380

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1, ※2
 1,045,032

※1, ※2
 1,065,281

工具、器具及び備品（純額） ※1
 92,418

※1
 107,557

土地 ※2
 729,631

※2
 729,631

有形固定資産合計 1,867,082 1,902,469

無形固定資産

のれん 5,904 6,115

その他 76,263 79,821

無形固定資産合計 82,168 85,937

投資その他の資産

投資有価証券 51,222 57,676

繰延税金資産 43,339 40,390

滞留債権 135,906 112,465

長期預金 300,000 300,000

保険積立金 126,295 125,406

差入保証金 194,628 194,408

その他 58,954 63,952

貸倒引当金 △165,986 △147,668

投資その他の資産合計 744,360 746,632

固定資産合計 2,693,610 2,735,039

資産合計 4,860,087 4,956,420
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 14,296 16,690

短期借入金 90,000 90,000

1年内償還予定の社債 125,000 188,000

未払法人税等 78,872 10,861

賞与引当金 98,524 97,306

その他 181,242 236,714

流動負債合計 587,935 639,572

固定負債

社債 24,000 70,000

長期借入金 695,000 740,000

負ののれん 3,358 3,449

その他 51,309 56,916

固定負債合計 773,668 870,365

負債合計 1,361,603 1,509,938

純資産の部

株主資本

資本金 907,401 907,401

資本剰余金 2,085,810 2,085,810

利益剰余金 702,290 609,753

自己株式 △198,856 △162,601

株主資本合計 3,496,645 3,440,363

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △11,477 △7,650

評価・換算差額等合計 △11,477 △7,650

新株予約権 1,718 1,202

少数株主持分 11,598 12,565

純資産合計 3,498,484 3,446,481

負債純資産合計 4,860,087 4,956,420
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 1,796,791

売上原価 588,574

売上総利益 1,208,216

販売費及び一般管理費 ※
 996,165

営業利益 212,051

営業外収益

受取利息 6,334

受取配当金 251

負ののれん償却額 90

業務受託料 478

保険事務手数料 172

除斥配当金受入益 482

その他 3,900

営業外収益合計 11,711

営業外費用

支払利息 8,999

社債利息 2,092

自己株式取得付随費用 378

その他 8

営業外費用合計 11,479

経常利益 212,283

特別利益

ポイント債務消滅益 35,074

特別利益合計 35,074

特別損失

固定資産除却損 600

減損損失 4,874

特別損失合計 5,474

税金等調整前四半期純利益 241,882

法人税、住民税及び事業税 73,235

法人税等調整額 2,569

法人税等合計 75,805

少数株主損失（△） △966

四半期純利益 167,044
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 877,710

売上原価 297,637

売上総利益 580,072

販売費及び一般管理費 ※
 488,494

営業利益 91,577

営業外収益

受取利息 3,597

負ののれん償却額 45

業務受託料 243

保険事務手数料 86

その他 1,883

営業外収益合計 5,855

営業外費用

支払利息 4,468

社債利息 911

自己株式取得付随費用 264

その他 0

営業外費用合計 5,644

経常利益 91,788

特別利益

貸倒引当金戻入額 10,036

ポイント債務消滅益 35,074

特別利益合計 45,111

特別損失

固定資産除却損 0

減損損失 4,874

特別損失合計 4,874

税金等調整前四半期純利益 132,025

法人税、住民税及び事業税 68,523

法人税等調整額 △19,556

法人税等合計 48,967

少数株主利益 513

四半期純利益 82,544
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 241,882

減価償却費 50,373

減損損失 4,874

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5,898

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,218

受取利息及び受取配当金 △6,586

支払利息 11,092

有形及び無形固定資産除却損 0

売上債権の増減額（△は増加） 84,543

たな卸資産の増減額（△は増加） 6,601

仕入債務の増減額（△は減少） △2,393

その他の流動資産の増減額（△は増加） 15,441

その他の流動負債の増減額（△は減少） △56,530

その他の固定負債の増減額（△は減少） △5,606

その他 894

小計 339,905

利息及び配当金の受取額 4,480

利息の支払額 △10,970

法人税等の支払額 52,492

営業活動によるキャッシュ・フロー 385,907

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △6,553

無形固定資産の取得による支出 △7,931

貸付金の回収による収入 4,056

譲渡性預金の払戻による収入 500,000

差入保証金の差入による支出 △1,080

その他 △28

投資活動によるキャッシュ・フロー 488,463

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △45,000

社債の償還による支出 △109,000

自己株式の取得による支出 △36,255

配当金の支払額 △73,250

その他 △378

財務活動によるキャッシュ・フロー △263,884

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 610,485

現金及び現金同等物の期首残高 594,267

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,204,752
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

（1）重要な資産の評価基準及び評価方法
の変更
　たな卸資産
　　通常の販売目的で保有するたな卸資産
については、従来、主として総平均法に
よる原価法によっておりましたが、第
１四半期連結会計期間より「棚卸資産
の評価に関する会計基準」（企業会計
基準第９号　平成18年７月５日）が適
用されたことに伴い、主として総平均
法による原価法（貸借対照表価額につ
いては収益性の低下に基づく簿価切下
げの方法）により算定しております。
　　これにより、当第２四半期連結会計期
間の営業利益、経常利益及び税金等調
整前四半期純利益に与える影響は軽微
であります。

　 （２）リース取引に関する会計基準の適用
　　所有権移転外ファイナンス・リース取
引については、従来、賃貸借取引に係る
方法に準じた会計処理によっておりま
したが、「リース取引に関する会計基
準」（企業会計基準第13号（平成５年
６月17日（企業会計審議会第一部
会）、平成19年３月30日改正））及び
「リース取引に関する会計基準の適用
指針」（企業会計基準適用指針第16号
（平成６年１月18日（日本公認会計士
協会　会計制度委員会）、平成19年３月
30日改正））が平成20年４月１日以後
開始する連結会計年度に係る四半期連
結財務諸表から適用することができる
ことになったことに伴い、第１四半期
連結会計期間からこれらの会計基準等
を適用し、通常の売買取引に係る会計
処理によっております。また、所有権移
転外ファイナンス・リース取引に係る
リース資産の減価償却の方法について
は、リース期間を耐用年数とし、残存価
額を零とする定額法を採用しておりま
す。
　　これにより、当第２四半期連結会計期
間の営業利益、経常利益及び税金等調
整前四半期純利益に与える影響はあり
ません。

【簡便な会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

１．法人税等の算定方法 　法人税等の納付税額の算定に関しては、
加味する加減算項目や税額控除項目を重
要なものに限定する方法によっておりま
す。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社エフアンドエム(E05107)

四半期報告書

19/25



【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額（減損損失累計額を

含む）

557,798千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額（減損損失累計額を

含む）

519,269千円

※２　担保資産

　担保提供資産は、当第１四半期において全て担保解

除されております。

※２　担保資産

　担保に供している資産は次のとおりであります。

 建物 967,407千円

土地 729,631千円

計 1,697,037千円

（四半期連結損益計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給与手当 333,074千円

旅費交通費 82,288 

賞与引当金繰入額 82,964 

減価償却費 17,263 

貸倒引当金繰入額 8,089 

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給与手当 171,071千円

旅費交通費 40,653 

賞与引当金繰入額 39,958 

減価償却費 8,911 

貸倒引当金繰入額 － 
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年９月30日現在）
 （千円）

現金及び預金勘定 1,204,752

現金及び現金同等物 1,204,752

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  154,814株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式  7,491株

３．新株予約権等に関する事項

　　ストック・オプションとしての新株予約権

新株予約権の四半期連結会計期間末残高　 1,718千円

４．配当に関する事項

（１）配当金支払額　

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月26日

定時株主総会
普通株式 74,507 500 平成20年３月31日 平成20年６月27日 利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）

（単位：千円）

アウトソー

シング事業

タックスハ

ウス事業

エフアンド

エムクラブ

事業

不動産賃貸

事業

その他事業 計 消去又は全

社

連結

売上高         

(1）外部顧客に対す

る売上高
356,710 80,955 272,187 23,618 144,237 877,710 － 877,710

(2）セグメント間の

内部売上高又は

振替高

－ － 15,390 1,824 26,109 43,324 (43,324) －

計 356,710 80,955 287,577 25,442 170,347 921,034 (43,324) 877,710

営業利益（又は営業

損失（△））
141,150 △1,616 90,828 4,279 △3,346 231,295 △139,717 91,577

当第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

（単位：千円）

アウトソー

シング事業

タックスハ

ウス事業

エフアンド

エムクラブ

事業

不動産賃貸

事業

その他事業 計 消去又は全

社

連結

売上高         

(1）外部顧客に対す

る売上高
732,524 178,591 532,102 49,868 303,704 1,796,791 － 1,796,791

(2）セグメント間の

内部売上高又は

振替高

－ － 31,487 3,648 43,465 78,601 (78,601) －

計 732,524 178,591 563,589 53,516 347,170 1,875,393 (78,601) 1,796,791

営業利益（又は営業

損失（△））
298,733 △10,713 171,380 12,936 △1,782 470,554 △258,503 212,051

　（注）１．事業は、サービスの種類及び市場の類似性を考慮して区分しております。

２．各区分に属する主なサービス内容

事業区分 主要サービス

アウトソーシング事業 個人事業主向け記帳代行サービス

タックスハウス事業 税理士・会計士向けボランタリーチェーン運営

エフアンドエムクラブ事業 中堅・中小企業向けの管理・総務部門情報提供サービス

不動産賃貸事業 事業用ビルの賃貸事業

その他事業
エフアンドエムクラブ事業の顧客である中堅・中小企業向けのASP事業、

パソコン教室運営ならびにＦＣ指導事業等

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）および当第２四半期連結累計期間

（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社および重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）および当第２四半期連結累計期間

（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　　海外売上高がないため該当事項はありません。
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（ストック・オプション等関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

１．ストック・オプションに係る当第２四半期連結会計期間における費用計上額及び科目名

　　販売費及び一般管理費の株式報酬費　　258千円

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 23,656.64円 １株当たり純資産額 23,036.03円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 1,124.81円 １株当たり四半期純利益金額 557.48円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。　

　（注）　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（千円） 167,044 82,544

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 167,044 82,544

期中平均株式数（株） 148,508 148,066

　   

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

――――― ―――――

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年11月14日

株式会社エフアンドエム

取締役会　御中

ペガサス大和監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 薩摩　嘉則　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 手塚　吉郎　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エフアンド

エムの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エフアンドエム及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政

状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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